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今
年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
リ
ー
１
５
０

へ
一
チ
ー
ム
（
三
名
）
が
参
加
し
ま
す
。

八
月
八
日
か
ら
来
年
の
一
月
四
日
ま
で

の
百
五
十
日
間
、
無
事
故
・
無
違
反
達

成
で
き
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
安
全
運
転

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

参
加
者

落
合
雅
敏

内
田
和
憲

藤
本
裕
生

七
月
に
行
わ
れ
た
健
康
診
断
の
結

果
、
有
所
見
の
多
か
っ
た
の
が
血
中
脂

質
。
そ
の
中
で
も
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
の

異
常
の
人
は
半

数
以
上
で
す
。

過
食
・
高
脂
肪

食
・
運
動
不
足

等
で
上
昇
し
ま

す
。
食
生
活
と

軽
い
運
動
に
心

掛
け
ま
し
ょ

う
。

当
社
で
は
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
「
剛
建
」

と
「
レ
ス
キ
ュ
ー
ル
ー
ム
」
の
代
理
店
と

し
て
販
売
施
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、

県
中
部
の
方
か
ら
シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て

問
合
せ
を
い
た
だ
き
、
一
通
り
構
造
や
補

助
金
制
度
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
近
隣
市
町

で
は
補
助
金
制
度
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
頑
丈
で
安
心
な
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

の
設
置
を
是
非
ご
検
討
し
て
み
た
ら
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。（
市
町
に
よ
っ
て
条
件

や
金
額
が
異
な
り
ま
す
）

「
剛
建
」
の
施
工
実
績
は
あ
る
の
で
す

が
、「
レ
ス
キ
ュ
ー
ル
ー
ム
」
の
実
績
が
ま

だ
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
浜
松
の
施
工
見
学

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。「
剛
建
」
は
部
屋
の

中
に
部
屋
を
作
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、「
レ

ス
キ
ュ
ー
ル
ー

ム
」
は
内
装
を

撤
去
し
、
耐
震

フ
レ
ー
ム
を
設

置
し
て
再
度
内

装
を
仕
上
げ
る

も
の
で
す
。

行
事
記
録
（
7
27

〜
8
26

）

7
27	

平
成
二
十
八
年
度
静
岡
県
交
通
基
盤
部
優

良
工
事
等
表
彰
式
及
び
技
術
者
講
習
・
静
岡

7
28	

内
外
情
勢
調
査
会
中
東
遠
支
部
懇
談
会
・
掛
川

	

第
三
十
二
回
技
術
発
表
会
並
び
平
成
二
十
八
年
度
技
術
講

習
会
並
び
に
技
士
会
袋
井
地
区
第
五
回
代
議
員
会
・
袋
井

7
29	

社
内
防
災
教
育

8
2	

下
松
原
川
地
元
説
明
会

8
4	

相
続
対
策
・
事
業
継
承
セ
ミ
ナ
ー

	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

	

内
外
情
勢
調
査
会
中
東
遠
支
部
懇
談
会
・
掛
川

	

第
十
四
回
親
子
現
場
見
学
会
・
三
重

8
5	

袋
井
土
木
事
務
所
・
中
遠
農
林
事
務
所
優
良
事
業

等
表
彰
式	

工
事
現
場
安
全
管
理
講
習
会
・
袋
井

8
6	

御
前
崎
み
な
と
夏
祭
り
・
花
火
大
会

8
8	

第
一
回
大
学
生
等
就
職
フ
ェ
ア
・
浜
松

8
9	

静
岡
県
土
木
工
事
共
通
仕
様
書
・
工

事
成
績
評
定
要
領
等
説
明
会
・
浜
松

8
11
～
8
15	

夏
季
休
暇

8
17	

平
成
二
十
八
年
度
菊
川
警
察
署
夏
季
訓
練
納
会
・
菊
川

8
19
～
8
21	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
視
察
研
修
・
九
州

8
23	

静
岡
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会
技
術
研
修
会

8
23
～
8
25	

菊
川
南
陵
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
生
受
入

8
25	

御
前
崎
港
管
理
事
務
所
出
動
要
請
応
諾
訓
練

8
26	

御
前
崎
市
商
工
会
理
事
会

行
事
予
定
（
8
27

〜
9
26

）

8
27	

菊
川
か
ら
学
ぶ　

集
い
・
菊
川

8
28	

総
合
防
災
訓
練

8
30	

㈱
御
前
崎
草
木
処
理
セ
ン
タ
ー
定
時
株
主
総
会

9月安全努力目標
年度安全標語〈経験と慣れが生みだす大きな過心 

初 心 に 返 り 安 全 確 認 〉
全国労働衛生週間準備期間	〈9/1 ～ 9/30〉
平成28年度秋の全国交通安全運動	〈9/21 ～ 9/30〉
作 業 安 全

・重機・機械の転倒災害を万全に 
・安全書類の点検と整備 

交 通 安 全

・高齢者に対する防衛運転 
環 境 目 標

・プリンター・コピーの印刷ミスを減らしましょう

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
リ
ー
１
５
０

健
康
診
断
結
果

全
国
労
働

衛
生
週
間

ス
ロ
ー
ガ
ン

『
健
康
職
場
　
つ
く
る

ま
も
る
は
　
み
ん
な
が
主
役
』

9 110 1

9 3010 7

準
備
期
間 

／ 

～ 

／

本
週
間 

／ 

～ 

／

シ
ェ
ル
タ
ー

【
補
助
金
制
度
】

【
レ
ス
キ
ュ
ー
ル
ー
ム
の
構
造
】

耐
震
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今
後
も
引
き
続
き
個
人
の
安

全
意
識
を
高
め
、
企
業
と
し
て

の
交
通
安
全
活
動
、
労
働
安
全

活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
安
全
活
動
に

は
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全

員
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
企
業
の
社
会
的
責
務
の
履
行

の
三
つ
の
目
的
に
よ
り
「
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
」
の
装
着
を

行
い
ま
し
た
。

事
故
は
絶
対
に
起
こ
さ
な

い
、
起
こ
ら
な
い
と
い
う
保
障

は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
の
安
全

運
転
が
最
も
重
要
で
は
あ
り
ま

す
が
、
企
業
と
し
て
も
積
極
的

に
事
故
防
止
活
動
へ
関
与
を
し

て
い
く
こ
と
が
社
会
的
責
任
に

な
り
ま
す
。

当
社
の
交
通
安
全
活
動
は
労

働
安
全
活
動
と
同
様
に
安
全
活

動
の
二
本
柱
で
す
。

近
年
は
重
大
災
害
の
発
生
は

一
件
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
々

気
を
抜
く
こ
と
の
無
い
よ
う
注

意
喚
起
を
行
う
こ
と
が
当
社
の

安
全
の
姿
勢
で
あ
り
、
そ
の
結

果
と
し
て
事
故
防
止
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
経
緯
と
機
械
自

体
が
安
価
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
懸
案
で
あ
っ
た
「
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
」
を
七
月

に
全
車
両
に
装
着
し
ま
し

た
。装

着
し
た
目
的
は
、

①
個
人
の
安
全
運
転
の
意
識

づ
け

②
不
幸
に
も
事
故
が
発
生
し

た
場
合
の
検
証
（
当
方
の

過
失
も
検
証
で
き
る
）

（1）

2016 № 527（9月号）

『
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
』

全
車
両
に
装
着
完
了

ドライブレコーダー映像



（2）

社
内
防
災
教
育

七
月
二
十
九
日
、
本
社
研
修
室
で
防

災
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
今
、
地

震
災
害
以
外
に
も
様
々
な
自
然
災
害
が

全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
社
内
で
も
自
然
災
害
に
つ

い
て
の
知
識
習
得
を
目
的
と
し
て
前
期

よ
り
防
災
に
つ
い
て
年
一
回
勉
強
し
よ

う
と
安
全
委
員
会
が
中
心
と
な
り
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、「
図
上
災
害
訓
練
Ｄ
Ｉ

Ｇ
」
を
中
心
に
御
前
崎
市
防
災
課
の
栗

林
様
、
山
下
様
を
講
師
に
招
き
、
熊
本

地
震
で
の
派
遣
体
験
や
御
前
崎
市
の
防

災
体
制
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
、「
Ｄ

Ｉ
Ｇ
」
で

は
、
訓
練

指
導
を
し

て
い
た
だ

き
ま
し

た
。ま
た
、

東
日
本
大

震
災
時
の

津
波
襲
来

の
映
像
を

視
聴
し
、

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
土
木
技
術

の
す
ば
ら
し
さ
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ

こ
う
と「
第
十
四
回
親
子
現
場
見
学
会
」

が
一
般
社
団
法
人
袋
井
建
設
業
協
会
と

一
般
社
団
法
人
静
岡
県
土
木
施
工
管
理

技
士
会
袋
井
地
区
が
共
催
で
八
月
四
日

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
技
士
会
役

員
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
初
の
県
外
の
現
場
見
学
と
し

て
、
三
重
県
に
あ
る
中
部
電
力
株
式
会

社
の
施
設
で
あ
る
川
越
火
力
発
電
所
の

見
学
に
い
き
ま
し
た
。
見
学
現
場
に
向

か
う
バ
ス
の
中
で
は
、
中
部
電
力
の
担

当
者
の
方
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
発
電
所
に
は
さ
ま
ざ
ま
種
類
が
あ
る

事
や
、
火
力
発
電
所
の
仕
組
み
等
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

川
越
火
力
発
電
所
に
着
い
て
か
ら

津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
今
一
度
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
災
害
図
上
訓
練
Ｄ
Ｉ
Ｇ
」

今
回
当
社
で
は
、
本
社
事
務
所
が
あ

り
ま
す
新
野
地
区
を
対
象
に
、
初
め
て

「
災
害
図
上
訓
練
Ｄ
Ｉ
Ｇ
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
五
人
一
組
で
グ
ル
ー
プ
分
け

を
行
い
、
地
震
災
害
は
も
ち
ろ
ん
様
々

な
災
害
を
想
定
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
実
施
し
て
、
社
員
一
人
ひ
と
り

が
災
害
に
つ
い
て
考
え
、
建
設
業
の
使

命
と
し
て
災
害
時
に
は
復
旧
に
あ
た
る

た
め
に
も
、
地
元
新
野
地
区
の
地
理
で

あ
っ
た
り
、
避
難
場
所
を
確
認
し
、
災

害
の
可

能
性
を

想
定
す

る
こ
と

が
出
来

た
の
は

良
か
っ

た
と
思

い
ま
す
。

第 14回

親子現場見学会

　

災
害
図
上
訓
練
Ｄ
Ｉ
Ｇ
と
は

大
き
な
地
図
を
囲
み
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
で
地
域
の
防
災
対
策
な

ど
を
考
え
る
訓
練
で
す
。

7/29

各グループで作成した危険箇所マップ各グループの発表



（3）

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

身
近
な
も
の
で
す
と
、
リ
ン
ゴ
か
ら

た
く
さ
ん
の
エ
チ
レ
ン
ガ
ス
が
出
ま
す

の
で
、
リ
ン
ゴ
と
メ
ロ
ン
を
一
緒
の
袋
に

入
れ
て
保
存
し
て
お
く
と
早
く
食
べ
ご

ろ
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
も
温
度
を

二
十
五
℃
に
保
つ
こ
と
で
、
香
り
も
良

い
、
食
べ
頃
と
な
り
ま
す
。

品
評
会
な
ど
で
も
こ
の
エ
チ
レ
ン
ガ

ス
を
使
っ
た
り
、
日
持
ち
さ
せ
た
り
し

て
品
評
会
当
日
の
ド
ン
ピ
シ
ャ
の
食
べ

頃
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

品
評
会
と
言
え
ば
、
八
月
二
十
六
日

に
は
夏
作
品
評
会
が
行
わ
れ
ま
す
の
で

良
い
結
果
を
残
せ
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
来
月
の
こ
の
場
で
ご
報
告
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
来
る
と
思
い
ま

す
が
、
水
分
を
し
っ
か
り
補
給
し
た
り

し
て
、
お
体
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し

下
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は
。

猛
暑
日
が
日
本
全
国
で
記
録
さ
れ
る

中
、
皆
様
は
お
体
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
山
下
メ
ロ
ン
園
は
ス
タ
ッ
フ
一

丸
と
な
っ
て
お
い
し
い
メ
ロ
ン
を
皆
様

に
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま

す
。さ

て
、
静
岡
県
温
室
組
合
は
八
月
に

年
度
が
替
わ
り
各
役
員
は
二
年
の
任
期

が
終
わ
り
、
新
年
度
と
と
も
に
新
役
員

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

私
の
父
は
、
ア
ロ
ー
マ
静
南
支
所
長

の
二
期
目
に
入
り
一
期
目
で
や
り
残
し

た
こ
と
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。組

合
、組
合
員
、市
場
、お
客
様
に
と
っ

て
よ
り
良
い
方
向
性
を
目
指
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
我
々

若
手
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出
し

て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

❖
エ
チ
レ
ン
ガ
ス
❖

先
月
の
話
の
中
に
エ
チ
レ
ン
ガ
ス
が

出
て
き
ま
し
た
。
今
月
は
そ
の
エ
チ
レ

ン
ガ
ス
と
メ
ロ
ン
の
関
係
性
に
つ
い
て

書
か
せ
て
い
た
だ

こ
う
と
思
い
ま

す
。収

穫
し
た
ば
か

り
の
メ
ロ
ン
は
ま
だ
硬
く
、
そ
こ
か
ら

追つ
い

熟じ
ゅ
くと
い
っ
て
メ
ロ
ン
自
身
か
ら
エ
チ

レ
ン
ガ
ス
を
少
し
ず
つ
出
し
て
自
ら
柔

ら
か
く
な
り
ま
す
。

そ
の
追
熟
に
適
し
た
温
度
が
二
十
五

℃
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
経
験
や
、
試
験
場
で
の
試
験
結

果
で
は
冬
の
十
五
℃
を
下
回
る
場
合
は

や
は
り
エ
チ
レ
ン
ガ
ス
の
出
が
悪
く
食

べ
頃
に
な
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
。逆

に
夏
は
と
い
う
と
三
十
℃
を
超
え

た
場
合
、
追
熟
ス
ピ
ー
ド
が
早
ま
り
ま

す
。そ

し
て
、
二
十
五
℃
で
追
熟
さ
せ
た

メ
ロ
ン
は
、
一
番
香
り
が
良
い
と
い
う
結

果
も
あ
る
そ
う
で
す
。

山
下
メ
ロ
ン
園
で
は
、
お
客
様
の
送

り
た
い
日
や
、
食
べ
た
い
日
な
ど
と
収

穫
日
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い
場
合
、

エ
チ
レ
ン
ガ
ス
を
吸
収
さ
せ
る
資
材
を

使
っ
て
日
持
ち
さ
せ
た
り
、
逆
に
エ
チ

レ
ン
ガ
ス
を
放
出
さ
せ
る
資
材
を
使
っ

て
食
べ
頃
を
早
め
た
り
し
て
対
応
さ
せ

日
本
一
を

　
　  

目
指
し
て

山
下
メ
ロ
ン
園
　
山
下 

剛

は
、
バ
ス
で
火
力
発
電
所
の
敷
地
内
を

巡
回
し
、
普
段
で
は
、
め
っ
た
に
見
学

で
き
な
い
タ
ー
ビ
ン
建
屋
の
中
に
入
っ

て
、
実
際
稼
動
し
て
い
る
タ
ー
ビ
ン
発

電
機
を
見
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
又
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
移
設
工
事
に
お
い
て

は
、
広
大
な
敷
地
の
中
で
着
々
と
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
く
様
子

を
見
学
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　

川
越
火
力
発
電
所
の
敷
地
内
に
あ
る

川
越
電
力
館
【
テ
ラ
46
】
で
は
、「
人
と

地
球
の
共
生
と
未
来
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

ま
ず
宇
宙
か
ら
見
つ
め
、
地
球
へ
、
私
た

ち
の
町
へ
と
、
徐
々
に
身
近
な
場
所
へ
結

ぶ
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

分
か
り
や
す
く
、
自
分
に
近
い
問
題
と
し

て
考
え
ら
れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
て
、
子

供
た
ち
も
遊
ん
で
学
べ
る
施
設
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
見
学
会

を
通
じ
、
子
供

た
ち
が
建
設
業

の
大
切
さ
や
役

割
な
ど
を
少
し

で
も
理
解
し
て

も
ら
え
た
ら
、

あ
り
が
た
い
で

す
。


